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神楽坂らしさとは？	

What’s “Kagurazaka Originality” ? 



•  東京都心部の商業地でありながら、かつての花街の歴史や	
•  文化を伝えるまち	
　 
　 路地、階段、フランス料理店・・・	

•  2011年住みたい町ランキング第11位   第15回 住んでみたい街アンケート（首都圏／関西圏）2011年/新築マンションポータルサイト MAJOR7	



神楽坂の歴史と文化の継承	



江戸	



明治	



現代	



神楽坂のまちづくりは、都心住商
混在地におけるまちづくりの先進

事例	



神楽坂のまちづくりを担う多様な主体 





新宿区の保全施策は神楽坂にと
って不十分であったが近年詳細
化、拡充が図られてきている	



～2008 
•  景観ガイドブック（新宿区発行）作成のための調査 
•  それをもとに2008年に地元の人へ発表。 
•  街歩きで地元の人を案内 



•  住環境／商業調査 
•  地元と協働によるまちづくりルールWS 
•  まちづくりキーワード第2集発行へ 

～2009 



•  住環境／商業調査 
•  地元と協働によるまちづくりルールWS 
•  まちづくりキーワード第2集発行へ 

～2009 



•  住環境／商業調査 
•  地元と協働によるまちづくりルールWS 
•  まちづくりキーワード第2集発行へ 

～2009 



１．登録文化財事業 
 
神楽坂の象徴となる建物の 
保存のための取り組み 
地元建築家との協働作業 

２．花街研究・発表 
 
花街建築の残存状況及び 
景観特性の調査、発表 
 

2010~2011 

東京大学大学院工学系研究科
都市工学専攻都市デザイン研究室
神楽坂プロジェクトチーム

神楽坂の断片
「らしさ」を紐解く 50のデータ

3．報告書の作成 
 
これまでの調査データを報告書として 
『神楽坂の断片「らしさ」を紐解く50の 
データ』として作成。今春発行。 
 



2011年度活動member  

Associate Prof. Kubota Aya 

Nakajima Shin (D3) 

Fu shulan(D3) 

Matsui Daisuke(D3) Kambara Kosuke(D1) 

Yoshida Kenichiro(M2) Nakamura Takafumi(M1) 



１．登録文化財事業 

平成８年にはじまったこの制度では、建築物と土木構造物、その他の
工作物のうち、原則として築後50年が経過し、かつ、次の各号のひと
つに当てはまるものが登録の対象となる。 
	

(1)国土の歴史的景観に寄与しているもの、	

(2) 造形の規範となっているもの、	

(3)再現することが容易でないもの 
	


登録文化財とは？ 



概略調査（9月～） 
 
神楽坂周辺の建物の外観を調査	

↓ 
文化財登録にふさわしいと思われ	

る建物の抽出	

↓ 
シート作成、建物の特徴を記入	

↓ 
地権者の方と話し合い、登録文化財	

申請に向け、実測調査	

１．登録文化財事業 



概略調査（9月～） 
 
神楽坂周辺の建物の外観を調査	

↓ 
文化財登録にふさわしいと思われ	

る建物の抽出	

↓ 
シート作成、建物の特徴を記入	

↓ 
地権者の方と話し合い、登録文化財	

申請に向け、実測調査	

１．登録文化財事業 

地域名 北山伏町(正雲社運送店駐車場横) 所在地 新宿区北山伏町２-２３

建物名称・屋号

居住者 甲斐野豊氏、甲斐野源平氏？ 所有者 甲斐野豊氏、甲斐野源平氏？
所有者の住所
用途
構造
規模
屋根形状
屋根葺き材

外壁材料

形式
建築年代
（その根拠）
各部意匠
備考

登録文化財制度を利用した歴史的景観保存事業◎調査票

甲斐野邸

擬洋風建築
大正

北山伏町２-２３
住宅
木造

表面はドイツ壁、モルタル塗り

新宿区協働事業

　2　階建て
切妻
主屋根がトタン。南側平屋部分は、燻し一文字瓦。

記入日：2011. 9. 5  　　　記入者名：仲村

調査チーム専用・部外秘

居住者の記憶　洋館に定番のシロの木がある。
スクラッチタイル、鉄製格子、木製建具
正面がスクラッチタイルで、腰壁３段を擬石風にしており、鉄製格子、木製建具も当
時のまま残っている。一部だけが当初のものと思われる銅板製でできている。矩形突
出部の玄関で、正面の妻壁がペディメントのように強調されており、洋館の定番のス
タイルを踏襲している。まわし引きの高御簾が軒桁レベルだけでなく、全ての庇にも
用いられている。 屋根もシンプルな切妻を乗せ、垂木を見せているのがユニークで
ある。



１．登録文化財事業 

鈴木家住宅主屋 

常盤家 

矢来能楽堂 

あゆみギャラリー 

宮城道雄記
念館 

2010年までに登録となった建築物 



常盤家 

矢来能楽堂 

和可菜 

宮城道雄記念館 

あゆみギャラリー 



実測風景 



実測風景 



１．登録文化財事業 

道  路

私
  道

通常望見できる範囲

通常望見できる外観について (S=1/200)

N
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　熱海湯は、道路に面する建物南側の正面部分と石畳でできた私道に面する東側部分を望見する
することができる。西側全面と北側の建物背面は、隣接している建物との距離が非常に狭いため
望むことができない。従って、通常望見が可能な範囲は下図の太線で示した部分に限定されるも
のとする。
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１．登録文化財事業 

勉強会（9月～1月） 
 
・住民の方々に登録文化財とその	

制度について説明、ディスカッショ	

ン	

 
・花街の視点から見た神楽坂の景観特	

性を紹介。今後の神楽坂の在り方をワ	

ークショップを通して議論。	

 
 
・他都市における登録文化財を活かし	

たまちづくりの先進事例紹介	



２．花街研究 

• 神楽坂の花柳界に関係する文化的景観の調査 
 

• 戦前の建築、まちの景観を抽出 
　　…目視による判定＋ヒアリング 
 

　　→登録文化財概略調査の活用？ 
　　→戦後神楽坂花柳界の最盛期（昭和30年代 
　　　に神楽坂で育った世代） 
 

• その他文献、各都市の事例調査 



京都での発表 



舞妓さんと記念写真＠京都 



３．報告書の作成 

東京大学大学院工学系研究科
都市工学専攻都市デザイン研究室
神楽坂プロジェクトチーム

神楽坂の断片
「らしさ」を紐解く 50のデータ

１．神楽坂、まちの建物
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木製格子戸を持つ建築物の例
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14　格子窓の材質と位置13　格子戸の材質と位置

　格子窓は神楽坂に限らず、全国各地で明治以前より
使われていた建具である。採光性と通風性に優れる一
方で、建築物外部から内部への視線を遮る機能がある
ため、路地の多い神楽坂に適していると考えられる。
繊細な格子や太く頑丈な格子など、一口で格子といっ
ても様々なデザインがある。この格子が織りなす陰影
は、路地の景観に大きな影響を与えている。戦後は木
製だけではなく、アルミ製のものも使われるように
なってきた。
　神楽坂 1～ 6丁目の範囲の格子窓の分布状況を見て
みよう。格子窓を持つ建築物は計 82 棟、確認するこ
とができた。素材別に見てみると、木製の格子窓を用
いている建築物が 40 棟で、アルミ製の格子窓を用い
ている建築物が 42棟だった。
　地域性を見てみると、木製の格子窓は路地に面する
建築物に多く使われている。ただし、どの地域で多く
使われているというような偏りはなく、個建住宅や商
店に広く普及していると言えよう。アルミ製の格子窓
についても同様であるが、神楽坂 1～ 5丁目よりも神
楽坂 6丁目のほうが密度が高かった。

　戸建て住宅や商店の玄関には引き戸がよく見られる。そして、
その多くが格子戸を用いている。格子戸は前庭などを垣間見せる
ことによってその奥にある空間の魅力を引き立てる役割を果たし
ていると考えられる。戦後、木からアルミへと、素材の変化も見
られる。
　神楽坂 1～ 6丁目の範囲では計 132 棟の建築物で格子戸を確
認できた。木製の格子戸を用いる建築物が 90棟、アルミ製の格
子戸を用いる建築物が 42棟だった。木製の格子戸を持つ建築物
の中には、門と玄関の 2カ所に格子戸を設けているところもある。
　地域ごとの特性を見ると、木製の格子戸は路地に面して使われ
る場合が多い。特に兵庫横丁やかくれんぼ横丁が木製の格子戸の
密集率が高い。一方で、同じ路地でも芸者新道には格子戸を使用
している建築物が一つも見られない。二項道路（※）の拡幅が影
響していると想像できる。また、より広い視点で見てみると木製
の格子戸は神楽坂 1～ 5丁目で、アルミ製の格子戸は神楽坂 6丁
目で多く見られる傾向にある。ただ、6丁目は新築の建物が多く
あるため、格子戸を持つ建築物の割合は相対的に低くなっている。

※建築基準法第 42条 2項において、「現状幅員 4m未満の建築物が建て並ぶ道

で特定行政庁が指定したものは、その中心線からの水平距離 2mの線を道路境

界線を見なし」、新たに建築物を建築する際にはこれに従わなければならないと

されている。

路地からの視線を遮る先人の知恵建物と街路の接点を演出する装置

木製格子窓を持つ建築物の例
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4．その他の活動 

まちづくりに熱心な方たちと、様々なイベントの手伝いを通じて
交流を深めることができる 




